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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 松の内は比較的暖かかった東京も、7日の夜から雪が降り始め、8日の朝には1面の銀世

界となりました。子ども達も雪を踏み踏み始業式です。寒さも1段と厳しさを増してまいり

ましたので、皆様どうぞご自愛ください。 

 

■ みんなの声 

 (1) 川崎市への避難者、今年の抱負 

 私は社会福祉協議会の職員として、本来

の福祉支援と同時に、この「みやけの風」

編集などを含む当センターの支援活動に従

事しています。一方、皆様と同様に一避難

者として実家があります川崎市内に縁故避

難生活をしています。 

 これまで私は各協力機関と共に島民への

支援を行なってきましたが、振り返ると私

自身が避難している地域では充分な活動が

出来ているとはいえませんでした。そうし

た状況のなか、三宅村が各避難地域におい

て島民が組織化されたところから活動資金

の補助をすることを知り、避難生活が長期

的になっている状況において今からでも遅

くないと考え、一避難者として川崎市内で

も三宅島島民同士の何らかの組織化を始め

たいと考えています。 

 今回の村からの補助金がきっかけとなっ

て、他地域でも縁故避難や個別避難の方を

含めた連絡会づくりが一層活発になればと

思います。 

(三宅島社会福祉協議会 金長雄二) 

 

 (2) 桐ヶ丘三宅島ボランティア会婦人部設立 

 21世紀の幕開けです。 

 私達、桐ヶ丘三宅島ボランティア会では

12月15日に、“噴火終息后帰島する日を迎え

る迄、お互いに助け合い協力し合い、地域

の方々と親睦を図ると共に島民の交流を深

めること”を目的に、婦人部を設立いたし

ました。 

 12月23日には区長を始め北区でお世話に

なっている方々をお招きして、忘年会（150

余名）を催し、婦人部ではあしたば天ぷら、

ごま和え、くさや、里芋の煮付け、豚汁を

作って大変喜んでいただきました。28日に

は島民の餅つき大会（60余名参加）、大晦日

には近くの八幡神社で“頑張ろう、三宅
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「ワープステーション江戸」へのご招待 
 

マルチメディアによって,江戸へタイムスリップ！！子どもからお年寄りまで、楽しみなが
ら江戸をテーマとした映像や音の世界が体感できる、茨城県「ワープステーション江戸」
へ三宅島の子どもたちとご家族をバスでご招待します(＊バス、館内各種入場料無料)。 
 

ご招待対象者：三宅島の小学生とご家族 
日  時：1/27(土)、28 (日)の2日間 
日  程：1/27(土) 新宿(9:30)集合 ⇒ 現地 ⇒ 新宿(17:30)解散 
     1/28(日) 立川(9:30)集合 ⇒ 現地 ⇒ 秋川(17:30) ⇒ 立川(18:30)解散 
申し込み：三宅島の子ども達をワープステーション江戸へ招待する会 
      事務局（君和田） 電話 0297-20-6557 
ホームページアドレス：http://hureai-town.com/vl.htm（招待に関する詳細掲載） 

》》》耳 よ り 情 報 》》》 
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日 時 場 所 内 容 連 絡 先 

1月14日(日) 
 18:30開場 
 19:00開映 

文 京 区 シ ビ ッ ク
大ホール 

岩手山を背景にｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ｢おばんで
がんす｣を舞台に高齢者介護と家族の
再生のﾄﾞﾗﾏを描いた映画“ﾎｰﾑｽｨｰﾄﾎ
ｰﾑ”の上映会に無料ご招待 

東京保健生活協同組合 
担当：ｲﾉｸﾞﾁ 03-3947-7018 
当日、三宅島民であることを証明
するものを入り口で提示 

1月20日(土) 
 14:30-18:00 

川越市やまぶき
会館（市民会館） 

三宅島災害支援のためのﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻ
ｰﾄ“とどけ♪三宅島へ”へご招待! 
三宅島の劇団も出演します!! 

たかはしべん音楽事務所 
0492-25-7100 

島！”と“青年総代睦会”の方々の協力を

いただいて、三宅汁をつくり、多くの初詣

の参拝者に召し上がっていただきました。

地域の皆様に私達島民の感謝の気持ちを少

しでも伝えられたらという思いから、寒い

中多くの婦人部の方々には大変頑張ってい

ただきました。 

 避難先でお世話になっている心を大切に、

希望に向かって協力し合い、助け合って前

進し絆を深めて行きたいと思っております。 

（桐ヶ丘三宅島ボランティア会 田中悠紀子） 

 

■ センターからのお知らせ 

 (1)「三宅島ふれあいコール」のコールボ

ランティア募集と説明会について 

 当センターでは、先ごろからお知らせし

ているとおり、島民の有志を募って電話に

よる「三宅島ふれあいコール」事業を進め

ています。 

 この事業は、今まで充分な支援が出来な

いでいた縁故避難者や遠隔避難者のニーズ

把握を含めた、電話による声かけ支援と、

島民自らが参加することによって少しでも

元気になっていただこうということを目的

としています。 

 電話をかけていただく島民を｢コールボラ

ンティア｣としてただ今募集中ですが、少し

でも関心のある方にお集まり頂き、くわし

いご説明を行いたいと思います。皆様、ど

うぞふるってご参加ください。 

 日 時：1月12日(金) 午前1０:00～ 

 場 所：飯田橋セントラルプラザ 10階 

 

 (2) 次回島民連絡会のお知らせ 

今年になって初めての島民連絡会を開催い

たします。12月23日の連絡会では、村役場

から木村王二さんのご出席をいただき、連

絡会への補助金についての正式な発表があ

りました。今回は配布方法についての説明

や、三宅島ふれあいコールについての報告

などの予定です。皆様からのご報告や議題

などご提案がありましたら、前もってファ

ックスにてどしどしお寄せくださいませ。 

 日 時：1月27日(土) 13:00～ 

 場 所：飯田橋セントラルプラザ 11階会議室 

 

東京都災害対策本部の対応等について（第247報） 平成12年12月26日 
 
１.授業料減免・入学金減免 

都内の私立専修学校･各種学校41校では、三宅島噴火災害、新島・神津島近海地震災害によって被害

を受けた進学希望者に対し、授業料、入学金の減免を行います。対象者は、被災時に三宅村、新島

村、神津島村に住所を有し、平成13年4月に私立専修学校及び各種学校へ進学を希望する方です。 

 

 
 

 
２.三宅島からの避難家族に対する雇用支援 

①臨時教職員採用 4校  ②パート職員採用 7校 
 
詳しいお問合せは、(社)東京都専修学校各種学校協会事務局まで。  
渋谷区代々木1-58-1石山ビル  Tel 03-3378-9601（直通）  Fax 03-3378-9625 

 

■ イベント情報 

 実施学校 100%減免 70%減免 50%減免 30%減免 

授業料減免 35校 5校 3校 21校 6校 

入学金減免 41校 25校 2校 12校 2校 

 


